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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
で
交
通
安
全
外

問

 ４
月
２
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

固
定
資
産
税
の
縦
覧
及
び

課
税
台
帳
の
閲
覧

　
２
０
１
２
年
度
課
税
分
の
縦
覧

及
び
課
税
台
帳
の
閲
覧
を
４
月
２

日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

【
縦
覧
及
び
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）

閲
覧
制
度
】

　
縦
覧
制
度
と
は
、
自
己
の
土
地

や
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
評

価
額
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を

判
断
す
る
資
料
と
し
て
、
固
定
資

産
税
評
価
額
（
税
額
の
記
載
無

し
）
が
記
載
さ
れ
た
土
地
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
納
税
者
の
縦

覧
に
供
す
る
も
の
で
す
。

　
課
税
台
帳
の
閲
覧
と
は
、
納
税

義
務
者
の
方
が
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
う
ち
、
自
己
の
資
産
に
対
す

る
課
税
内
容
を
具
体
的
に
確
認
す

る
も
の
で
す
。

【
縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
る
方
】

①
納
税
者
、
そ
の
同
居
の
親
族
及

び
納
税
管
理
人

②
代
理
人
（
納
税
者
の
方
が
自

署
、 捺
  印
 〔
法
人
の
場
合
は
代
表

な
つ
 い
ん

者
印
を
押
印
〕
し
た
委
任
状
ま
た

は
代
理
人
選
任
届
を
お
持
ち
の

方
）

【
必
要
書
類
】

○
本
人
確
認
書
類

　
書
類
の
種
類
に
応
じ
、
次
に
示

す
１
点
ま
た
は
２
点
の
書
類
を
お

持
ち
下
さ
い
。

①
官
公
署
が
発
行
し
た
写
真
付
き

の
書
類

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
写
真
付

き
）
等
１
点

②
右
記
①
の
書
類
が
な
い
場
合

は
、
次
の
書
類

※
組
み
合
わ
せ
は
、（
イ
）
で
２

点
、
ま
た
は
、（
イ
）
と
（
ロ
）

で
各
１
点
ず
つ
で
す
。

（
イ
）官
公
署
が
発
行
し
た
写
真
無

し
の
書
類
（
健
康
保
険
証
、
年
金

手
帳
及
び
証
書
、
写
真
の
無
い
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
納
税
通
知

書
等
）

（
ロ
）そ
の
他
（
写
真
付
き
の
法
人

が
発
行
し
た
身
分
証
明
書
等
）

縦
覧
期
間
４
月
２
日
～
５
月
　
日
３１

の
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

閲
覧
期
間
４
月
２
日
か
ら
の
午
前

８
時
　
分
～
午
後
５
時
（
土
・
日

３０

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

場
資
産
税
課
（
市
役
所
本
庁
舎
６

階
）

※
縦
覧
の
際
に
は
、
土
地
・
家
屋

の
所
在
地
番
を
申
請
書
に
記
載
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
所
有
者
名
か

ら
の
縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ
ー
等
は
行

え
ま
せ
ん
が
、
手
書
き
に
よ
る
転

記
は
可
能
で
す
。

※
閲
覧
は
、
納
税
義
務
者
単
位
の

申
請
と
な
り
ま
す
。

※
縦
覧
と
閲
覧
（
縦
覧
期
間
内
の

２
０
１
２
年
度
課
税
台
帳
に
限

る
）
は
無
料
で
す
。

問
資
産
税
課
辺辺
７
２
４
・
２
１
１

６
、
２
１
１
８
返
７
２
４
・
１
１

７
８

【
納
税
義
務
者
以
外
の
方
へ
の
課

税
台
帳
閲
覧
制
度
】

　
土
地
や
家
屋
に
対
し
、
賃
借
権

そ
の
他
の
使
用
ま
た
は
収
益
を
目

的
と
す
る
権
利
（
対
価
が
支
払
わ

れ
て
い
る
も
の
に
限
る
）
及
び
固

定
資
産
の
処
分
を
す
る
権
利
を
有

す
る
方
は
、
権
利
の
対
象
と
な
る

資
産
に
つ
い
て
課
税
台
帳
が
次
の

日
程
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
等

と
、
権
利
を
有
す
る
資
産
を
特
定

す
る
た
め
の
書
類
（
賃
貸
借
契
約

書
、
賃
借
権
の
権
利
人
が
記
載
さ

れ
て
い
る
登
記
簿
謄
本
等
）
を
お

持
ち
の
う
え
お
い
で
下
さ
い
。

閲
覧
期
間
４
月
２
日
か
ら
の
午
前

８
時
　
分
～
午
後
５
時
（
土
・
日

３０

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

場
市
民
税
課
税
務
証
明
受
付
（
市

役
所
本
庁
舎
６
階
）

費
１
件
３
０
０
円

問
市
民
税
課
辺辺
７
２
４
・
２
８
７

４
返
７
２
４
・
１
１
７
７

【
固
定
資
産
税
の
評
価
額
に
不
服

が
あ
る
場
合
】

　
縦
覧
や
閲
覧
等
の
結
果
、
自
己

の
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
に
対

す
る
固
定
資
産
税
評
価
額
に
不
服

が
あ
る
納
税
者
の
方
は
、
４
月
２

日
以
降
、
納
税
通
知
書
を
受
け
取

っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
　６０

日
以
内
に
、
文
書
を
も
っ
て
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
審
査
の

申
し
出
が
で
き
ま
す
。

問
法
制
課
辺辺
７
２
４
・
２
５
０
６

閲
覧
を
廃
止
し
ま
す

土
地
台
帳
・
家
屋
台
帳

　
２
０
０
５
年
１
月
１
日
ま
で
の

土
地
家
屋
の
所
有
者
等
の
登
記
情

報
の
変
遷
を
記
載
し
た
、
土
地
台

帳
及
び
家
屋
台
帳
の
閲
覧
を
、
６

月
　
日
を
も
っ
て
廃
止
し
ま
す
。

３０
　
最
新
年
度
の
賦
課
期
日
現
在

（
２
０
１
２
年
１
月
１
日
）
の
登

記
情
報
は
、
固
定
資
産
土
地
課
税

台
帳
登
記
事
項
（
写
し
）
及
び
固

定
資
産
家
屋
課
税
台
帳
登
記
事
項

（
写
し
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
が
、

土
地
家
屋
の
変
遷
等
の
登
記
情
報

は
、
法
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

問
閲
覧
の
廃
止
に
つ
い
て
＝
資
産

税
課
辺辺
７
２
４
・
２
１
１
６
返
７

２
４
・
１
１
７
８
、
閲
覧
方
法
に

つ
い
て
＝
市
民
税
課
辺辺
７
２
４
・

２
１
１
３
返
７
２
４
・
１
１
７
７

町
田
市
地
域
子
ど
も
教
室

助
成
事
業
説
明
会

　
放
課
後
や
学
校
休
業
日
に
、
公

共
施
設
等
を
活
用
し
て
子
ど
も
が

安
全
・
安
心
に
遊
べ
る
居
場
所
事

業
を
実
施
す
る
予
定
の
団
体
に
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
そ

の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
４
月
　
日
（
火
）
午
前
　
時
か

１０

１０

ら場
市
役
所
森
野
分
庁
舎
４
階
第
二

会
議
室

申
電
話
で
児
童
青
少
年
課
（
辺辺
７

２
４
・
２
１
８
２
）
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
返
７
２
４

・
２
９
２
８
へ
。

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

農
業
体
験
農
園

　
プ
ロ
の
農
家
の
指
導
で
、
野
菜

作
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
自
家
用
車
を
使
わ
ず
に
農
園
ま

で
来
る
こ
と
が
で
き
る
方

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

期
間
４
月
～
２
０
１
３
年
３
月

場
本
町
田
河
原
農
園
（
本
町
田
２

１
３
４
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
。

費
４
万
２
０
０
０
円
（
農
具
・
種

・
苗
等
は
農
園
主
が
用
意
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
年
齢
・
希
望
農
園
名
、

返
信
用
に
も
宛
先
を
明
記
し
、
４

月
　
日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
Ｊ

１０
Ａ
町
田
市
経
済
セ
ン
タ
ー（
〒
　１９４

―
０
０
３
５
、
忠
生
３
―
７
―

２
）
へ
。

問
Ｊ
Ａ
町
田
市
経
済
セ
ン
タ
ー
ふ

れ
あ
い
課
辺辺
７
９
２
・
６
１
１
１

返
７
９
２
・
６
１
１
６
、
町
田
市

農
業
振
興
課
辺辺
７
２
４
・
２
１
６

６
返
７
２
４
・
１
１
８
６
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

が
変
わ
り
ま
し
た

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

が
変
わ
り
ま
し
た

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
が
２
年
ご
と
に
見
直
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
２
年
度
は
見
直
し
の

年
に
な
っ
て
お
り
、
今
回
、
均
等

割
、
所
得
割
、
年
間
保
険
料
限
度

額
が
図
１
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
医
療
費
の
増
加
や
後
期
高
齢
者

負
担
率
の
上
昇
（
　
・
　
％
→
　

１０

２６

１０

・
　
％
）
等
に
よ
り
、
保
険
料
率

５１
が
上
昇
し
ま
し
た
（
医
療
費
の
負

担
の
内
訳
は
図
２
を
参
照
）。

【
保
険
料
の
抑
制
策
】

・
特
別
対
策
と
し
て
、
本
来
保
険

料
で
負
担
す
べ
き
項
目
を
区
市
町

村
が
負
担
（
町
田
市
は
約
２
億
４

０
０
０
万
円
を
負
担
）
し
ま
す
。

・
国
、
都
、
広
域
連
合
で
設
置
し

て
い
る
基
金
を
活
用
し
ま
す
。

・
東
京
都
広
域
連
合
で
、
国
制
度

の
軽
減
策
に
一
部
上
乗
せ
を
し
て

所
得
割
額
を
軽
減
し
ま
す
。

 　
東
京
都
の
保
険
料
は
、
均
等
割

額
と
所
得
割
額
の
合
計
額
で
、
年

間
の
限
度
額
が
　
万
円
に
設
定
さ

５５

れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

 　
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
が
軽
減

保
険
料
の
算

保
険
料
の
算
出出

保
険
料
の
軽

保
険
料
の
軽
減減

さ
れ
ま
す
（
軽
減
に
は
住
民
税
の

申
告
を
は
じ
め
所
得
の
申
告
等
が

必
要
）。

○
均
等
割
額
の
軽
減

　
所
得
の
低
い
方
は
、
世
帯
の
世

帯
主
及
び
被
保
険
者
の
所
得
に
応

じ
て
保
険
料
の
均
等
割
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
（
表
１
）。

○
所
得
割
額
の
軽
減

　
公
的
年
金
の
一
般
的
な
収
入
が

２
１
１
万
円
（
賦
課
の
も
と
と
な

る
所
得
金
額
が
　
万
円
）
ま
で
の

５８

所
得
階
層
の
方
を
対
象
に
、
保
険

料
の
所
得
割
額
が
表
２
の
と
お
り

軽
減
さ
れ
ま
す
。

○
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
特
例

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入

直
前
ま
で
会
社
の
健
康
保
険
等

（
国
保
・
国
保
組
合
は
除
く
）
の

被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
、
所
得
割

額
が
無
料
と
な
り
、
均
等
割
額
は

９
割
軽
減
さ
れ
た
額
の
み
と
な
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
な
お
、
保
険
料
の
納
入
通
知
書

は
７
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

問
制
度
に
つ
い
て
＝
広
域
連
合
お

問
合
せ
セ
ン
タ
ー
辺辺
０
５
７
０
・

０
８
６
・
５
１
９
、
保
険
料
の
支

払
い
方
法
や
個
人
情
報
を
含
む
も

の
（
個
別
の
保
険
料
の
算
出
基
準

等
）
＝
保
険
年
金
課
辺辺
７
２
４
・

２
１
４
４
返
７
２
４
・
３
０
７
９

図１　２０１２・２０１３年度の保険料率 （　）は、２０１０・２０１１年度

※賦課のもととなる所得金額とは、前年の総所得金額及び山林所
得金額並びに株式・長期（短期）譲渡所得金額等の合計から基
礎控除額３３万円を控除した額です。ただし、雑損失の繰越控除
額は控除しません。

＝＋

均等割額
被保険者
１人当たり
４万１００円

（３万７８００円）

所得割額 年間保険料

上限額５５万円
（５０万円）

表１　均等割額の軽減の概要

軽減後の金額軽減割合同じ世帯の被保険者全員と世帯主の総所得
金額等の合計が下記に該当する世帯

４０１０円９割３３万円以下で被保険者全員が年金収入８０万
円以下（その他の所得がない）

６０１５円８．５割３３万円以下で９割軽減の基準に該当しない

２万５０円５割３３万円＋（２４．５万円×世帯主を除く被保険
者数）以下（単身者は該当しません）

３万２０８０円２割３３万円＋（３５万円×被保険者の数）以下
※６５歳以上（１月１日時点）で公的年金等控除を受けた方は、年金所得
から更に高齢者特別控除（１５万円）を差し引いた金額で判定します。

表２　所得割額の軽減の概要
年金収入基準
（公的年金の
みの場合）

軽減割合賦課のもとと
なる所得金額

１６８万円以下全額※１５万円
１７３万円以下７５％※２０万円
２１１万円以下５０％　５８万円

※は東京都広域連合独自の軽減措置で
す。なお、これらに伴う財源の一部は
区市町村が負担しています。

図2　医療費の負担の内訳
医療費の総額

保険でまかなう医療給付費

一部
負担金

保険料
（10.51％）

後期高齢者支援金
〈若年世代負担分〉
（39.49％）

公費
〈国:都:市区町村＝4:1:1〉

（50％）

医療機関窓口支払い分
(1割もしくは３割）

皆さんに納めていただく保険料
（後期高齢者負担率）

（長野県川上村）

※申し込みできる方は市内在住・在勤・在学の方が過半数のグループ
　または個人です。
※10月2日、9日、10日、16日、23日、30日は休館日です。

10月分の利用　4月7日から受付開始
初日の午前8時30分～午後1時の受付分は抽選、
午後1時以降は申し込み順に受け付けます

電話受付です 782・3800

10月分の利用 4月1日から受付開始
電話受付です  0120・55・2838

※10月9日、10日は休館日です。
※10月3日、4日、18日は小学校自然教室のため利用できません。
※夏期期間（7月28日～8月19日）の抽選申し込みについては、
　今後の本紙や町田市ホームページ等でお知らせします。

FAXでのお問い合わせは返 782・6815 FAXでのお問い合わせは返 0267・99・2240

新
庁
舎
建
設
課
の
事

務
室
が
移
転
し
ま
す

　
４
月
９
日
か
ら
、新
庁
舎

建
設
課
の
事
務
室
が
、
現
在

建
設
中
の
新
庁
舎
内
に
あ
る

仮
事
務
室
（
町
田
市
民
ホ
ー

ル
隣
）
に
移
転
し
ま
す
。

○
移
転
後
の
連
絡
先

辺辺
７
２
４
・
４
４
８
０
返
７

２
４
・
３
０
７
２

問
新
庁
舎
建
設
課
辺辺
７
０
９

・
０
５
９
３
返
７
０
９
・
０

６
１
３

町
田
市
交
通
安
全
課
辺辺
７
２
４
・
１
１
３
６

町
田
警
察
署
辺辺
７
２
２
・
０
１
１
０

賦課のも
ととなる
所得金額

× 8.19％
（7.18%）※
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町
田
市
母
子
家
庭
高
等

技
能
訓
練
促
進
費
事
業

　
市
で
は
、
母
子
家
庭
の
自
立
を

支
援
す
る
た
め
、
就
業
を
目
的
と

し
て
指
定
養
成
機
関
で
国
家
資
格

取
得
を
目
指
し
て
い
る
方
に
訓
練

促
進
費
（
毎
月
）
を
、
ま
た
、
修

了
時
に
は
一
時
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

※
今
回
、
対
象
や
支
給
額
、
支
給

期
間
に
一
部
変
更
が
あ
り
ま
し

た
。

対
市
内
に
住
所
を
有
す
る
母
子
家

庭
の
母
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方
　
①
児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
、
ま
た
は
同
様
の
所

得
水
準
に
あ
る
②
該
当
す
る
養
成

機
関
に
在
籍
（
通
学
制
の
み
）
し
、

そ
の
資
格
取
得
が
見
込
ま
れ
る
③

過
去
に
訓
練
促
進
費
を
受
け
て
い

な
い
④
他
の
同
様
の
給
付
を
受
け

て
い
な
い
⑤
国
家
資
格
を
持
っ
て

い
な
い

※
２
年
以
上
の
修
業
期
間
を
要
す

る
国
家
資
格
取
得
、
ま
た
は
そ
の

受
験
資
格
が
得
ら
れ
る
訓
練
講
座

（
看
護
師
、
保
育
士
、
介
護
福
祉

士
等
）
が
対
象
で
す
。

支
給
額
住
民
税
の
課
税
世
帯
＝
月

額
７
万
５
０
０
円
・
修
了
一
時
金

２
万
５
０
０
０
円
、
非
課
税
世
帯

＝
月
額
　
万
円
・
修
了
一
時
金
５

１０

万
円

※
２
０
１
３
年
３
月
ま
で
に
受
講

を
開
始
し
た
方
に
は
、
３
年
間
を

上
限
に
全
期
間
支
給
し
ま
す
。
た

だ
し
、
支
給
期
限
は
２
０
１
５
年

３
月
　
日
で
す
。

３１

※
事
前
に
相
談
の
う
え
申
請
要
件

や
必
要
書
類
等
を
確
認
し
、
手
続

き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課
辺辺
７
２
４
・
２

１
３
７
返
７
２
４
・
１
１
６
０

障
が
い
児
の
方
を
対
象
と
し
た
通

所
サ
ー
ビ
ス
の

窓
口
が
変
わ
り
ま
す

　
４
月
１
日
に
、
児
童
福
祉
法
及

び
障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
す
。
こ
の
改
正
で
障

害
者
自
立
支
援
法
の
児
童
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
と
児
童
福
祉
法
の
障
害
児

通
園
施
設
が
、
児
童
福
祉
法
の
障

害
児
通
所
支
援
（
児
童
発
達
支
援

・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
）

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
通

所
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
窓
口
が
、
児

童
相
談
所
（
東
京
都
）
か
ら
市
区

町
村
に
変
わ
り
ま
す
。

　
な
お
、
障
害
児
入
所
施
設
の
利

用
な
ど
児
童
福
祉
全
般
に
関
す
る

相
談
は
、
引
き
続
き
児
童
相
談
所

（
東
京
都
）
が
相
談
の
窓
口
と
な

り
ま
す
。

問
障
が
い
福
祉
課
辺辺
７
２
４
・
３

０
８
９
返
７
２
４
・
１
１
９
１

も
の
づ
く
り
産
業
を

支
援
し
ま
す

【
産
業
見
本
市
出
展
補
助
事
業
】

対
次
の
全
て
を
満
た
す
方
　
①
市

内
に
１
年
以
上
、
住
所
（
個
人
は

住
民
登
録
地
、
法
人
は
登
記
上
の

本
店
所
在
地
）
を
有
し
、
１
年
以

上
中
小
企
業
を
営
業
し
て
い
る
②

市
税
を
完
納
し
て
い
る
③
当
該
年

度
内
で
こ
の
補
助
を
受
け
て
い
な

い※
補
助
の
対
象
と
な
る
事
業
は
、

①
年
度
内
に
お
い
て
国
ま
た
は
地

方
公
共
団
体
が
主
催
、
共
催
、
後

援
等
を
行
う
国
内
の
展
示
会
見
本

市
等
に
優
秀
な
製
品
、
技
術
を
紹

介
す
る
事
業
②
物
産
展
な
ど
販
売

を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
事
業

で
す
。

内
出
展
に
際
し
、
主
催
者
へ
支
払

う
出
展
料
の
２
分
の
１
を
補
助

（
　
万
円
を
上
限
）

２０申
請
期
間
４
月
２
日
～
　
日
（
５

２７

月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
　
日
ま
で

３１

に
出
展
す
る
方
に
限
る
）

【
特
許
権
等
取
得
補
助
事
業
】

対
次
の
全
て
を
満
た
す
方
　
①
市

内
に
１
年
以
上
、
住
所
（
個
人
は

住
民
登
録
地
、
法
人
は
登
記
上
の

本
店
所
在
地
）
を
有
し
、
１
年
以

上
中
小
企
業
を
営
業
し
て
い
る
②

市
税
を
完
納
し
て
い
る
③
同
一
の

特
許
ま
た
は
実
用
新
案
に
係
る
経

費
を
対
象
と
し
て
、
他
の
団
体
か

ら
補
助
を
受
け
て
い
な
い
、
ま

た
、
中
小
企
業
以
外
の
者
と
共
有

に
係
っ
て
い
な
い

※
補
助
の
対
象
と
な
る
事
業
は
、

年
度
内
に
行
わ
れ
る
特
許
及
び
実

用
新
案
の
出
願
、
特
許
出
願
に
つ

い
て
の
審
査
請
求
で
す
。

内
特
許
ま
た
は
実
用
新
案
の
出
願

に
際
し
、
特
許
庁
へ
支
払
う
出
願

料
及
び
審
査
請
求
料
を
補
助
（
　２０

万
円
を
上
限
）

申
請
期
間
４
月
２
日
か
ら
随
時

（
出
願
及
び
出
願
審
査
請
求
の
４

週
間
前
～
２
週
間
前
）

◇

問
産
業
観
光
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

２
９
返
７
２
４
・
１
１
８
５

ご
利
用
下
さ
い
～
社
会
教
育
関
係

事
業講

師
派
遣
制
度

　
学
習
・
文
化
活
動
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
す
る
団
体
が
、
自
主
的

に
企
画
し
、
会
員
以
外
に
も
広
く

参
加
を
呼
び
か
け
て
実
施
す
る
学

習
会
・
講
習
会
に
対
し
、
そ
の
講

師
謝
礼
を
援
助
し
ま
す
（
１
団
体

に
つ
き
年
１
回
、
謝
礼
は
２
万
円

以
内
）。
た
だ
し
、
定
例
的
に
団

体
を
指
導
し
て
い
る
講
師
や
団
体

の
会
員
が
講
師
に
な
る
場
合
、
政

治
・
宗
教
・
営
利
活
動
を
目
的
と

し
た
内
容
の
場
合
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

　
事
業
の
企
画
、
講
師
の
選
定
・

交
渉
、
会
場
の
確
保
等
の
運
営
は

団
体
が
行
っ
て
下
さ
い
。

対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
団
体
　

①
市
内
で
継
続
的
に
活
動
し
、
市

の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
②
会

員
が
　
人
以
上
で
、
そ
の
７
割
以

１５

上
が
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
で

あ
る
③
団
体
の
代
表
者
ま
た
は
事

務
取
扱
者
が
市
内
在
住
で
あ
る

※
対
象
と
な
る
事
業
は
、
２
０
１

３
年
３
月
　
日
ま
で
に
市
内
で
実

３１

施
す
る
事
業
で
す
。

申
実
施
日
時
や
テ
ー
マ
等
の
事
業

内
容
を
決
定
し
、
講
師
派
遣
申
請

書
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
有

り
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）
に
会
則
（
規

約
）
と
会
員
名
簿
を
添
え
て
、
実

施
日
の
　
日
前
ま
で
（
必
着
）
に
、

３０

直
接
ま
た
は
郵
送
で
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー（
〒
　
―
０
０
１
３
、
原

１９４

町
田
６
―
８
―
１
、
辺辺
７
２
８
・

０
０
７
１
）
へ
。

※
期
限
は
２
０
１
３
年
３
月
１
日

ま
で
で
す
（
予
定
数
に
達
し
次
第

終
了
）。

  町
田
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

ま
ち
だ
・
ま
ち
な
か

食
べ
歩
き
ツ
ア
ー

　
市
内
の
グ
ル
メ
を
食
べ
歩
き
ま

せ
ん
か
。
市
内
　
店
舗
を
ま
わ
っ

１１

て
（
行
程
約
４
灼
）、
そ
の
店
の

一
押
し
商
品
を
試
食
で
き
ま
す
。

日
５
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
～

２０

１０

　
時
に
小
田
急
線
町
田
駅
東
口
広

１１場
集
合
（
小
雨
実
施
）

定
３
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

費
１
０
０
０
円
（
保
険
料
、
試
食

代
を
含
む
）

申
参
加
者
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

ご
参
加
を

ご
参
加
を

ご
参
加
を
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町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業

娩
h
t
t
p://

w
w
w.

m-

s
h
im
in-

h
a
ll.

jp/

休
館
は
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
時
は
そ
の
翌
日
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

問

番号間違いに
ご注意を

町
田
市
民
ホ
ー
ル
辺
７
２
８
・
４
３
０
０

春
風
亭
小
朝

春
風
亭
小
朝

春
風
亭
小
朝

独
演
会

※
６
歳
以
上
の
方
か
ら
入
場
可
。

申
４
月
６
日
か
ら
電
話
ま
た
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
町
田
市
民
ホ
ー

ル
へ
。
保
育
希
望
者
（
６
か
月
以

７
月
　
日
（
水
）

１１

午
後
６
時
　
分
開
演

３０

３
５
０
０
円

参加者
募集
第
37
回

第
37
回

全
国
町
田
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
町
田
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
町
田
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
町
田
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

　
町
田
市
民
ホ
ー
ル
、
町
田
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
等
で
募
集
要
項
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

対
幼
稚
園
生
～
大
学
院
・
研
究
科

生
、
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
方

受
付
期
間
５
月
１
日
か
ら
　
日
ま

３１

で問
町
田
市
音
楽
協
会
辺辺
７
３
５
・

８
６
８
５
、
町
田
市
民
ホ
ー
ル
辺辺

７
２
８
・
４
３
０
０

【
一
次
予
選
】

７
月
　
日
（
土
）
＝
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

１４

７
月
　
日
（
日
）
＝
町
田
市
民
ホ
ー
ル

１５

【
二
次
予
選
】

７
月
　
日
（
火
）
＝
町
田
市
民
ホ
ー
ル

３１

【
本
選
】

８
月
　
日
（
日
）
＝
町
田
市
民
ホ
ー
ル

２６
ホ
ー
ル
で
ピ
ア
ノ
を

　
　
　

弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

ホ
ー
ル
で
ピ
ア
ノ
を

　
　
　

弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
反
響
板
を
設
置
し
た
ク
ラ
シ
ッ

ク
ス
タ
イ
ル
の
舞
台
で
、
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ
・
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ

（
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
）
を
自
由
に

弾
け
ま
す
。

日
５
月
　
日
（
月
）
～
　
日
（
水
）、

２８

３０

各
日
と
も
午
前
９
時
か
ら
１
時
間

ご
と
に
実
施
（
最
終
回
は
午
後
８

時
か
ら
）

場
町
田
市
民
ホ
ー
ル

費
１
時
間
１
０
０
０
円

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
年
齢
・
希
望
日
時
（
第

３
希
望
ま
で
）
を
明
記
し
、
４
月

　
日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田
市
民

２０ホ
ー
ル
（
〒
　
―
０
０
２
２
、
森

１９４

野
２
―
２
―
　
）
へ
。

３６

な
）・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

・
生
年
月
日
・
性
別
を
明
記
し
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
町
田

ツ
ー
リ
ス
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
返
８

５
０
・
９
３
１
２
遍info@machid

           a  

-guide.or.j

           p  ）
へ
。

問
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
辺辺
８
５
０
・
９

３
１
１
（
受
付
＝
午
前
　
時
～
午

１０

後
７
時
）、
町
田
市
産
業
観
光
課

辺辺
７
２
４
・
２
１
２
８
返
７
２
４

・
１
１
８
５

か
し
の
木
山
自
然
公
園

植
物
観
察
会

　
い
ろ
い
ろ
な
花
た
ち
に
出
会
い

ま
し
ょ
う
。

　
筆
記
用
具
、
虫
眼
鏡
を
お
持
ち

の
う
え
、
直
接
会
場
へ
お
い
で
下

さ
い
。

日
４
月
８
日
（
日
）
午
前
　
時
～

１０

午
後
０
時
　
分
（
雨
天
中
止
）

３０

場
同
公
園
「
森
の
家
」

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
同
公
園
「
森
の
家
」
辺辺
７
２
４

・
１
６
６
０

４
月
６
日
～
　
日
 
や
さ
し
さ
が
　
走
る
こ
の
街
　
こ
の
道
路

１５

み
ん
な
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
外

問

公共下水道への接続をお願いします　公共下水道への接続をお願いします　公共下水道への接続をお願いします　！！

相原町、野津田町、鶴間の一部利用可能になる地域
４月１２日（木）供用開始日
４月３日（火）～１１日（水）
下水道整備課（成瀬クリーンセンター内）図面縦覧期間・場所

くみ取り…３年以内　浄化槽…遅滞なく（１年以内）切替工事の期間
※対象となる方には、切替工事の指定工事店名簿等を郵送します／切替工事は
必ず指定工事店でお願いします。また、費用の一部をお貸しする制度がありま
すのでご利用下さい。

問下水道整備課辺辺７２０・１８２１返７２０・５１６３

　パレードや展示、ステージ発表、模擬店など、約
３００団体が参加して祭りを盛り上げます。
日４月７日（土）午後１時～５時、８日（日）午前
１０時～午後５時
場相模原市役所さくら通り周辺
交通JR横浜線相模原駅南口から徒歩約１５分
問相模原市コールセンター辺辺７７０・７７７７

市
民
桜
ま
つ
り

市
民
桜
ま
つ
り

市
民
桜
ま
つ
り

市
民
桜
ま
つ
り

〜
70
万
人
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
〜

〜
70
万
人
の

　
　
　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
〜

〜
70
万
人
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
〜

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

相模原市

上
の
未
就
学
児
、
申
し
込
み
順
、

有
料
）
は
併
せ
て
申
し
込
み
を
。

町
田
警
察
署
辺辺
７
２
２
・
０
１
１
０

南
大
沢
警
察
署
辺辺
０
４
２
・
６
５
３
・
０
１
１
０

小
学
生
に
よ
る
鼓
笛
隊
の
パ
レ
ー
ド


